
平成２７年第６回大田原市教育委員会

　　　　　　　　　平成２７年５月１９日（火）

　　　　午前１０時００分

　　　　　　　湯津上庁舎１０２会議室

１　開　会

２　前回会議録の承認

３　議　事

日程第１ 議案第３３号 大田原市外国人留学生奨学金支給条例に基づく奨学生の決
定について

日程第２ 議案第３４号 大田原市東北地方太平洋沖地震対策奨学金支給要綱に基づ
く奨学生の決定について

日程第３ 議案第３５号 平成２７年度教育委員会関係補正予算について

日程第４ 報告第　１号 市長の専決処分事項の報告について

４　その他

５　閉　会



平成２７年５月１９日（火）

開会： 午前１０時００分

○委員長（小髙一紘君） 　ただいまの出席委員数は６名であり、定足数に達
しておりますので、ただいまから平成２７年第６回
大田原市教育委員会の会議を開きます。

○委員長（小髙一紘君） 　前回会議録は、書記をもって調製させましたの
で、順次回覧いたします。内容をご確認いただきた
いと思います。

（会議録順次回覧）

○委員長（小髙一紘君） 　会議録の内容についてご確認いただきましたが、
前回会議録につきましてご承認いただけますか。

（異議なしの声あり）

○委員長（小髙一紘君） 　異議はないようでありますので、前回の会議録は
承認されました。
　委員会閉会後、ただいまの会議録に署名をお願い
いたします。

○委員長（小髙一紘君） 　本日付議されました案件は、議案３件、報告１件
であります。
　それでは日程に従い会議に入ります。
　日程第１　議案第３３号　大田原市外国人留学生
奨学金支給条例に基づく奨学生の決定について及び
日程第２　議案第３４号　大田原市東北地方太平洋
沖地震対策奨学金支給要綱に基づく奨学生の決定に
ついては、関連がありますので一括議題といたしま
す。
　議案の朗読をいたさせます。

（書記　議案朗読）

○委員長（小髙一紘君） 　教育長から提案理由の説明を求めます。
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○教育長（新江　侃君） 　ただいま上程になりました、議案第３３号及び議
案第３４号につきましてご説明申し上げます。
　議案第３３号　大田原市外国人留学生奨学金支給
条例に基づく奨学生の決定について及び議案第３４
号　大田原市東北地方太平洋沖地震対策奨学金支給
要綱に基づく奨学生の決定につきましては、学校法
人国際医療福祉大学において、学長が適格と認めた
者について、教育委員会に推薦がありましたので、
同条例及び要綱の規定に基づき、奨学生を決定する
ものであります。
　詳細につきましては、教育総務課長より説明させ
ますので、よろしくご審議の上、原案のとおり議決
賜わりますようお願い申し上げます。

○教育総務課長（益子正幸君） （説明を行う）

　説明が終わりましたので、質疑を行います。
○委員長（小髙一紘君）

○委　員（日原悠子君） 　（議案第33号　別紙資料について）留学生の奨学
生について、性別も資料に記載してほしい。

○教育総務課長（益子正幸君） 　次回よりそのように対応したいと思います。

○委員長（小髙一紘君） 　これまでに何らかの理由で奨学金を打ち切りと
なった留学生奨学生はおりますか。

○教育総務課長（益子正幸君） 　過去に万引きを行い停学となった奨学生につい
て、打ち切ったという例があります。

○委　員（川上聖子君） 　留学生への奨学金はいつから始まったのですか。

○教育総務課長（益子正幸君） 　平成７年度より始まっております。

○委　員（川上聖子君） 　これまでに奨学金を受けた学生が日本に留まった
り、社会貢献的な活動を実施したような事例がある
でしょうか。

○教育総務課長（益子正幸君） 　特にそのような事例があったかどうか追跡調査を
実施しておりませんので把握しておりません。



○委員長（小髙一紘君） （ほかに）質疑はないようでありますので、質疑を
終わります。
　お諮りいたします。
　議案第３３号　大田原市外国人留学生奨学金支給
条例に基づく奨学生の決定及び議案第３４号　大田
原市東北地方太平洋沖地震対策奨学金支給要綱に基
づく奨学生の決定については、原案のとおり可決す
ることにご異議ございませんか。

（異議なしの声あり）

○委員長（小髙一紘君） 　ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとお
り可決いたしました。
　次に、日程第３　議案第３５号　平成２７年度教
育委員会関係補正予算についてを議題といたしま
す。
　議案の朗読をいたさせます。

（書記　議案朗読）

○委員長（小髙一紘君） 　教育長から提案理由の説明を求めます。

○教育長（新江　侃君） 　ただいま上程になりました、議案第３５号につき
ましてご説明申し上げます。
　議案第３５号　平成２７年度教育委員会関係補正
予算につきましては、緊急に対応する必要が生じた
事業等により、予算額に不足が生じるため、補正予
算を編成するものであります。
　詳細につきましては、関係課長より説明させます
ので、よろしくご審議の上、原案のとおり議決賜わ
りますようお願い申し上げます。

○教育総務課長（益子正幸君） （説明を行う）

○学校教育課長（月井祐二君） （説明を行う）

○生涯学習課長（飯島敬子君） （説明を行う）

○文化振興課長（渡邉小百合君） （説明を行う）

○スポーツ振興課長（飯島進君） （説明を行う）

○委員長（小髙一紘君） 　説明が終わりましたので、質疑を行います。



○委員長（小髙一紘君） 　公民館運営費について、新築と改築の補助の割合
についてどのようになっておりますか。

○文化振興課長（渡邉小百合君） 　新築の場合、建築面積50㎡以上かつ、床面積等の
条件により、限度額は500万円であります。荻野目公
民館の場合、床面積が95.7㎡であり、補助率の計算
式により4,224千円になります。
　また、増改築の場合は、工事費30%を上限に限度額
は3,000千円となっております。

○委　員（車田宏之君） 　教育振興費のエネルギー教育推進事業費につい
て、もし補正予算がなかった場合、この学習セット
は購入せずに別の教材で学習するのですか。

○学校教育課長（月井祐二君） 　ここ数年は、文部科学省より補助を受けておりま
す。毎年確実にもらえるものではないので、補助が
なければ現有のもので代替えするなり、別の方法で
学習していくことになります。

○委　員（深澤道昭君） 　ピアートホール管理費について、臨時職員賃金を
補正するわけですが、何か新しい事業等のためで
しょうか。

○文化振興課長（渡邉小百合君） 　雇用体系の変更に伴うものであります。昨年は、
職員の再任用制度により雇用していたものを本年度
からは臨時職員として雇用することになったもので
ございます。

○委員長（小髙一紘君） （ほかに）質疑はないようでありますので、質疑を
終わります。
　お諮りいたします。
　議案第３５号　平成２７年度教育委員会関係補正
予算については、原案のとおり可決することにご異
議ございませんか。

（異議なしの声あり）

○委員長（小髙一紘君） 　ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとお
り可決いたしました。
　次に、日程第４　報告第１号　市長の専決処分事
項の報告についてを議題といたします。
　議案の朗読をいたさせます。



（書記　議案朗読）

○委員長（小髙一紘君） 　教育長から提案理由の説明を求めます。

○教育長（新江　侃君） 　ただいま上程になりました、報告第１号につきま
してご説明申し上げます。
　報告第１号　市長の専決処分事項の報告につきま
しては、大田原市立金田北中学校敷地内で発生し
た、グレーチングによるマフラー損壊事故に係る損
害賠償額の確定及び和解に関して、地方自治法第１
８０条第１項の規定に基づき専決処分を行ったた
め、市議会への報告に先立ち、教育委員会へ報告す
るものであります。

　詳細につきましては、教育総務課長より説明させ
ますので、よろしくご審議の上、原案のとおりご承
認賜わりますようお願い申し上げます。

○教育総務課長（益子正幸君） （説明を行う）

○委員長（小髙一紘君） 　説明が終わりましたので、質疑を行います。

○委　員（日原悠子君） 　この事故に関して、学校敷地内であるから、一方
的に学校が悪いということになるのでしょうか

○教育総務課長（益子正幸君） 　形の上ではそういうことになります。というの
も、側溝の端が欠けており、タイヤがその上を乗り
上げることで、隣のグレーチング（金属製の側溝
蓋）をはね上げてしまって、車底部のマフラーを損
傷したことが原因となり、施設管理者の責任という
ことで損害賠償、和解するものであります。

○委員長（小髙一紘君） （ほかに）質疑はないようでありますので、質疑を
終わります。
　お諮りいたします。
　報告第１号　については、原案のとおり承認する
ことにご異議ございませんか。

（異議なしの声あり）

○委員長（小髙一紘君） 　ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとお
り承認いたしました。



○委員長（小髙一紘君） 　以上を持ちまして、本日予定されました案件はす
べて議了いたしました。
　なお、その他で何かございますか。
（委　員）

○委員長（小髙一紘君） 　事務局で何かありますか。

○学校教育課長（月井祐二君） 　7月6日小中学校を対象にグランドデザイン説明会
を予定しております。通知は追って送りますので、
委員の皆様にはご出席くださいますよう、よろしく
お願いいたします。

○教育総務課長（益子正幸君） 　黒羽中学校温水プールについて、愛称を募集する
ことになりました。次回の教育委員会終了後に校長
会から５名の方を加えて選考委員会を開催したいと
思いますのでよろしくお願いします。

○委員長（小髙一紘君） 　（ほかに）ないようでありますので、以上をもち
まして平成２７年第６回大田原市教育委員会の会議
を閉会いたします。
　ご苦労様でした。

閉会： 午前１０時４０分

　平成２７年６月２日

委員長

委　員

委　員

委　員

委　員

調製者

　この会議録は、平成２７年5月２５日に調製されたものであるが、その内容に相違ない
ことを認め、ここに署名する。


